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東
日
本
大
震
災
か
ら
１

周
年
の
３
月
11
日
、
被
災

地
の
岩
手
、
宮
城
、
福
島

の
３
県
を
中
心
に
全
国
で

犠
牲
者
を
追
悼
し
、
住
民

本
位
の
復
興
、
原
発
な
く

せ
の
願
い
こ
め
た
行
動
が

開
か
れ
ま
し
た
。
東
京
で

は
、
井
の
頭
公
園
で
「
震

災
復
興
・
な
く
せ
原
発
３
・

11
行
動
in
東
京
」
を
開
催
。

都
内
各
地
か
ら
８
０
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

岩
手
、
宮
城
、
福
島
の

被
災
県
の
代
表
が
発
言
。

岩
手
県
田
老
町
漁
協
の
前

川
昌
人
さ
ん
は
「
震
災
後
、

大
臣
が
何
人
も
き
た
。
消

費
税
を
上
げ
る
前
に
、
年

金
を
削
る
前

に
も
っ
と
や

る
こ
ど
あ
る

ん
じ
ゃ
ね
え

の
が
―
」
、

宮
城
県
の
坂

総
合
病
院
の

矢
崎
と
も
子

医
師
は
「
在

宅
避
難
者
な

ど
、
ひ
か
り

の
当
た
り
に
く
い
と
こ
ろ

に
も
復
興
の
あ
か
り
を
」

と
訴
え
、
福
島
県
労
連
の

斉
藤
富
春
議
長
が
「
政
府

の
原
発
収
束
宣
言
は
、
事

故
問
題
を
福
島
県
だ
け
に

押
し
付
け
る
も
の
」
と
憤

り
を
あ
ら
わ
に
し
ま
し
た
。

集
会
前
に
、
東
京
社
保

協
は
、
中
央
社
保
協
と
共

同
し
て
吉
祥
寺
駅
近
く
で

「
社
会
保
障
と
税
の
一
体

改
革
」
撤
回
を
求
め
る
１

０
０
０
万
署
名
行
動
を
お

こ
な
い
、
１
時
間
の
行
動

で
92
筆
の
署
名
を
集
約
し

ま
し
た
。
こ
の
行
動
に
は

新
宿
・
西
東
京
社
保
協
か

ら
も
参
加
し
ま
し
た
。

札
幌
市
、
立
川
市
な
ど

各
地
で
餓
死
や
孤
立
死
す

る
事
件
が
相
次
ぐ
な
か
、

中
央
社
保
協
と
全
生
連
の

呼

び
か
け
で

３

月

23

日

「
餓
死
、
孤
立
死
を
な
く

せ
共
同
行
動
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
東
京
社
保
協
か

ら
寺
川
事
務
局
次
長
が
参

加
し
ま
し
た
。

経
済
産
業
省
、
厚
生
労

働
省
で
、
各
大
臣
あ
て
の

「
餓
死
、
孤
立
死
を
な
く

す
た
め
の
要
望
書
」
を
渡

し
、
交
渉
し
ま
し
た
。

事
件
が
起
き
た
各
地
の

代
表
は
「
『
電
気
・
ガ
ス

事
業
者
な
ど
と
福
祉
部
局

と
の
連
携
強
化
で
生
活
困

窮
者
の
把
握
を
求
め
る
通

知
』
が
機
能
し
て
い
な
い
」

「

機

械

的

に

電

気

・

ガ

ス

の

供

給

停

止

を

し

て

い

る

所

が
多
い
」

と
指
摘
。

「

一

連

の

事

件

は

氷

山

の
一
角
」

だ

と

対

策

の

強

化

を

求

め

ま

し

た
。札

幌

市
で
40

代

の

姉

妹
が
亡
く
な
っ
た
事
件
で

は
、
白
石
区
が
３
回
も
相

談
を
受
け
、
面
接
記
録
の

記
述
で
も
非
常
に
切
迫
し

た
状
態
に
置
か
れ
て
い
た

事

実

を

つ

か

み

な

が

ら

「
申
請
の
意
思
が
な
い
」

と
事
実
上
追
い
返
し
て
い

ま
し
た
。
厚
労
省
社
会
援

護
局
保
護
課
の
担
当
者
は
、

「
こ
れ
が
事
実
な
ら
不
適

切
な
対
応
と
考
え
ざ
る
を

え
な
い
」
と
の
べ
ま
し
た
。

全
国
１
２
１
７
あ
る
福

祉
事
務
所
の
内
、
電
力
・

ガ
ス
会
社
か
ら
料
金
滞
納

に
つ
い
て
の
情
報
が
提
供

さ
れ
る
仕
組
み
が
あ
る
の

は
５
％
に
す
ぎ
な
い
こ
と

も
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
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八
王
子
社
保
協
は
３

月
24
日
午
後
、
Ｊ
Ｒ
八

王
子
駅
前
で
消
費
税
を

な
く
す
会
と
共
同
し
、

15
人
で
消
費
税
増
税
ス

ト

ッ

プ

を

呼

び

か

け

「
消
費
税
増
税
に
反
対

す
る
署
名
」
「
社
会
保

障
の
充
実
を
求
め
る
請

願
署
名
」
と
宣
伝
を
し

ま
し
た
。

雨
で
30
分
程
度
の
行

動
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
若
者
も
高
齢

者
も
怒
り
を
口
に
し
な

が
ら
署
名
を
す
る
姿
が

印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、

小
さ
な
机
に
並
べ
た
社

保
協
作
成
の
パ
ン
フ
を

資
料
に
と
持
っ
て
行
く

学
生
も
あ
り
ま
し
た
。

当
日
他
の
予
定
と
ぶ

つ
か
っ
て
参
加
で
き
な

い
団
体
か
ら
は
、
前
日

に
署
名
が
届
け
ら
れ
、

駅
前
で
の
署
名
と
あ
わ

せ
て
こ
の
日
は
１
４
１

筆
集
約
で
き
ま
し
た
。

（
八
王
子
社
保
協
・
橘

田
淑
子
）

3

月

24

日

立

川

駅

北

口

で

「

第

7

回

立

川

な

ん

で

も

相

談

村

」

を

弁

護

士

・

医

師

・

歯

科

医

師
な

ど

35

人

の

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

で

開

催
。
昨
年
12

月

以

来

7

回

目

の

相

談

村

開

催

と

な

り

ま
し
た
。

今

回

相

談

は

24

件

で

、

特
徴
は
、
ホ
ー

ム

レ

ス

状

態

の
方
の
相
談
が
多
く
ネ
ッ

ト
カ
フ
ェ
や
マ
ッ
ク
で

雨
露
を
し
の
い
で
る
実

態
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
失
職
し

所
持
金
が
底
を
つ
い
た

事
例
な
ど
不
況
の
影
響

は
引
き
続
き
深
刻
で
す
。

被
災
地
か
ら
避
難
を
し

た
が
、
仕
事
が
見
つ
か

ら
な
い
な
ど
の
相
談
も

２
件
あ
り
ま
し
た
。

回
を
重
ね
、
事
前
宣

伝
も
効
果
が
あ
り
事
前
・

事
後
の
電
話
相
談
が
増

え
ま
し
た
。
ま
た
、
通

り
す
が
り
に
相
談
し
た

人
は
「
声
が
か
か
ら
な

か
っ
た
ら
相
談
し
て
い

な
か
っ
た
。
ま
し
て
や

生
活
保
護
の
こ
と
な
ど

全
く
考
え
な
か
っ
た
し
、

す
ぐ
に
申
請
で
き
る
な

ん
て
ビ
ッ
ク
リ
で
す
」

と
語
る
事
例
も
あ
り
ま

し
た
。

今
回
も
、
事
前
の
駅

頭
宣
伝
を
２
回
、
新
聞

折
り
込
み
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
や
社
会
福
祉
協
議
会
、

市
役
所
へ
の
チ
ラ
シ
設

置
、
公
園
・
マ
ン
ガ
喫

茶
、
図
書
館
な
ど
へ
の

「
夜
回
り
」
も
2
回
実

施
し
相
談
を
行
い
ま
し

た
。
相
談
村
の
翌
々
日

の
月
曜
日
に
2
人
が
生

活
保
護
の
申
請
を
行
い

ま
し
た
。
（
立
川
社
保

協
・
相
川
和
義
）

新

宿

社

保

協

は

3
月
16

日
に
戸
塚

地
域
セ
ン
タ
ー
で

第
14

回
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
3
・

11

東
日
本
大
震
災

以
降
、
い
の
ち
と

暮
ら
し
が
一
層
脅

か
さ
れ
る
中
、
１

年
間
新
宿
社
保
協

と
し
て
、
戸
山
第

3
保
育
園
存
続
を

求
め
る
運
動
や
国

保
料
値
下
げ
を
求

め
る
運
動
を
中
心

に
取
り
組
み
ま
し

た
。
対
区
交
渉
を

8
月
と
10

月
に
お

こ
な
い
、
要
求
を

区
政
に
訴
え
て
き

ま
し
た
。

総
会
で
は
「
守

れ
！
社
会
保
障
、

許
す
な
！
消
費
税

増
税
」
と
題
し
て
、

東
京
社
保
協
事
務

局
長
前
沢
さ
ん
を

招
き
、
学
習
会
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

総
会
は
取
り
組
み

を
総
括
し
、
新
年

度
の
活
動
方
針
を

確
認
し
ま
し
た
。

新
会
長
に
浅
井

武
彦
さ
ん
（
歯
科

医
師
）
を
選
出
し
、

役
員
体
制
を
確
立

し
ま
し
た
。
新
宿

社
保
協
は
、
今
年

こ
そ
、
区
民
の
要

求
実
現
が
で
き
た

と
言
え
る
に
年
に

向
け
て
奮
闘
す
る

決
意
で
す
。
（
事

務
局
長
・
秋
山
清
）



３
月
27
日
に
、
大
田
社

保
協
第
31
回
総
会
が
10
団

体
17
人
の
参
加
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
の
総
会

は
議
案
論
議
と
加
盟
団
体

の
活
動
交
流
に
時
間
を
か

け
る
運
営
に
し
ま
し
た
。

討
論
の
冒
頭
に
、
東
京

社
保
協
事
務
局
長
前
沢
淑

子
さ
ん
か
ら
「
公
害
患
者

医
療
費
無
料
継
続
に
つ
い

て
地
域
医
師
会
へ
賛
同
の

申
し
入
れ
を
す
す
め
て
お

り
、
大
田
区
で
は
３
つ
の

医
師
会
が
賛
同
し
て
く
れ

る
な
ど
医
師
会
で
の
賛
同

が
広
が
っ
て
い
る
。
い
ま

ほ
ど
出
番
の
情
勢
は
な
い
、

是
非
大
田
社
保
協
の
奮
闘

を
お
願
い
し
た
い
」
と
の

あ

い

さ

つ

を

受

け

ま

し

た

。加

盟

団

体

か

ら

の

発

言

で

は

「

厚

生

労

働

省

が

警

察

官

Ｏ

Ｂ

を

福

祉

事

務

所

に

配

置

す

る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

４
月
６
日
に
大
田
区
で
配

置
に
反
対
す
る
集
会
を
開

催

す

る

」

（

区

職

労

）

「
暮
ら
し
の
相
談
活
動
の

な
か
で
、
あ
る
男
性
は
、

会
社
（
中
小
企
業
）
が
倒

産
し
た
あ
と
３
か
月
間
長

野
県
の
山
の
中
で
暮
ら
し

３
月
９
日
、
第
19
回
総

会
を
開
催
し
44
人
が
参
加
。

こ
の
１
年
は
、
東
日
本
大

震
災
へ
の
支
援
活
動
、
社

保
学
校
、
ミ
ニ
学
習
会
、

第
16
回
花
咲
デ
モ
、
対
区

予
算
要
求
、
第
３
回
な
ん

で
も
相
談
会
、
署
名
・
宣

伝
行
動
、
第
５
期
介
護
保

険
事
業
計
画
策
定
に
関
す

る
要
望
、
国
民
健
康
保
険

料
の
値
上
げ
反
対
の
陳
情

な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
国
保
運
営
協
議

会
の
傍
聴
を
求
め
、
次
回

か
ら
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

12
年
度
運
動
方
針
の
柱
は

①
「
一
体
改
革
」
「
消
費

税
増
税
・
目
的
税
化
」
に

反
対
す
る
宣
伝
署
名
活
動
、

②

憲

法

改

悪

を

許

さ

ず

「
９
条
の
会
」
ア
ピ
ー
ル

を

支

持

す

る

運

動

、

③

「
江
東
区
財
政
改
革
計
画
」

に
反
対
し
、
住
民
本
位
・

災
害
に
強
い
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
、
④
Ｔ
Ｐ

Ｐ
へ
の
参
加
に
反
対
し
、

原
発
ゼ
ロ
・
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
を
め
ざ
し
、

あ
ら
ゆ
る
団
体
・
個
人
と

と
も
に
活
動
し
安
心
・
安

全
な
社
会
を
実
現
す
る
運

動
に
取
り
組
む
、
を
確
認

し
ま
し
た
。
（
事
務
局
・

小
栗
多
美
子
）
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て
い
た
が
、
寒
く
な
っ
た

の
で
大
田
に
帰
っ
て
来
た
」

（
守
る
会
）
な
ど
の
報
告

が
続
き
ま
し
た
。
議
案
に

対
し
て
は
、
防
災
対
策
へ

の
と
り
く
み
を
付
け
加
え

る
こ
と
、
脱
原
発
の
運
動

を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と

な
ど
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
新
会
長
に
武
田
幸
雄

（
区
職
労
）
さ
ん
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
（
事
務
局

長
・
爲
壮
稔
）

八王子社保協が提出した「国民健康保険

制度置ける国庫負担の増額をもとめる意見

書」は共産党、みんなの党、自民党、公明

党、無所属議員が賛成者として名を連ね、

３月28日の本会議で全会一致で採択されま

した。

また、江東区、渋谷区議会は、各社保協

が提出した「障がい者等の意見を尊重した

新たな総合福祉法の制定を求める」ことを

求めた請願・陳情の趣旨を汲んだ意見書が

採択されました。



２
月
28
日
、
最
高
裁
第
三
小
法

廷
で
、
「
東
京
生
存
権
裁
判
」
の

判
決
が
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。
東

京
生
存
権
裁
判
原
告
団
・
同
弁
護

団
な
ど
の
出
し
た
、
声
明
の
要
旨

を
紹
介
し
ま
す
。

06
年
に
実
施

さ
れ
た
老
齢
加

算
の
廃
止
を
内

容
と
す
る
保
護

変
更
決
定
処
分

の
取
消
し
を
求

め
た
裁
判
に
つ

い
て
、
最
高
裁

判
所
第
三
小
法

廷
は
、
原
告
側

の
上
告
を
棄
却

し
、
原
審
東
京

高
裁
判
決
ど
お

り
原
告
の
請
求

を
棄
却
す
る
判

決

を

言

い

渡

し
た
。

老
齢
加
算
は
、
70
歳
以

上
の
生
活
保
護
受
給
者
に

対
し
、
60
年
か
ら
支
給
さ

れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、

厚
生
労
働
大
臣
は
、
06
年

度
に
全
廃
し
た
。
そ
の
結

果
、
70
歳
以
上
の
生
活
保

護
受
給
者
は
、
10
万
円
に

満
た
な
い
生
活
扶
助
費
か

ら
2
万
円
近
い
給
付
を
奪

わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

政
府
は
、
老
齢
加
算
廃

止
を
皮
切
り
に
、
05
年
度

か
ら
母
子
加
算
に
つ
い
て

も
段
階
的
廃
止
を
行
い
、

さ
ら
に
は
、
09
年
に
は
基

準
生
活
費
本
体
の
引
き
下

げ
に
着
手
し
よ
う
と
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
世
論
の
強
い

反
対
に
遭
い
、
基
準
生
活

費
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て

は
こ
れ
を
断
念
せ
ざ
る
を

得
ず
、
母
子
加
算

に
つ
い
て
も
政
権

交
代
後
の
09

年
12

月
か
ら
「
復
活
」

し
た
。
政
府
の
一

連
の
生
活
保
護
切

り
下
げ
政
策
の
誤

り
を
明
ら
か
に
し
、

こ
れ
に
一
定
の
歯

止
め
を
か
け
る
役

割
を
担
っ
て
き
た
も
の
と

自
負
す
る
も
の
で
あ
る
。

格
差
と
貧
困
が
広
が
る

中
、
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
と
し
て
の
生
活
保

護
制
度
の
重
要
性
は
論

を
俟
た
な
い
が
、
そ
れ

に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
活

保
護
制
度
は
最
低
賃
金
、

社
会
保
障
給
付
、
保
険

料
・
税
等
の
負
担
な
ど

他
の
諸
制
度
や
諸
施
策

と
連
動
し
て
お
り
、
保

護
基
準
の
変
更
は
国
民

生
活
全
般
に
極
め
て
重

大
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

本
「
生
存
権
裁
判
」

は
、
政
府
の
誤
っ
た
生

活
保
護
切
り
下
げ
政
策

を
根
本
か
ら
転
換
さ
せ
、

国
民
の
生
存
権
を
保
障

す
る
上
で
重
要
な
意
義

を
有
す
る
。

し
か
し
、
本
日
言
い

渡
さ
れ
た
判
決
は
、
一
般

低
所
得
者
の
貧
困
状
態
に

合
わ
せ
て
生
活
保
護
基
準

を
引
き
下
げ
る
と
い
う
政

府
の
誤
っ
た
生
活
保
護
政

策
を
追
認
し
、
生
存
権
の

回
復
を
訴
え
る
高
齢
保
護

受
給
者
の
訴
え
に
耳
を
閉

ざ
し
た
も
の
で
あ
る
。
人

権
の
最
後
の
砦
で
あ
る
べ

き
最
高
裁
判
所
が
こ
の
よ

う
な
判
断
を
下
し
た
こ
と

は
、
「
憲
法
の
番
人
」
と

し
て
の
職
責
を
放
棄
し
た

も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、

憤
り
を
禁
じ
得
な
い
。

我
々
東
京
訴
訟
の
原
告

団
、
弁
護
団
、
支
え
る
会

は
、
本
日
ま
で
の
裁
判
闘

争
を
支
え
て
く
れ
た
全
て

の
人
々
に
深
く
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
今
も
各
地
で

闘
う
生
存
権
裁
判
の
原
告

団
、
弁
護
団
と
と
も
に
、

憲
法
２
５
条
が
保
障
す
る

「
健
康
で
文
化
的
な
最
低

限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
」

の
実
現
を
目
指
し
て
引
き

続
き
全
力
で
闘
う
こ
と
を

こ
こ
に
宣
言
す
る
。
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政
府
は
、
生
活
保
護
の

改
悪
を
狙
い
08

年
・
09

年
に
生
活
扶
助
基
準
の

引
き
下
げ
を
し
よ
う
と

し
ま
し
た
。
07

年
最
低

賃

金

法

が

改

定

さ

れ

「
生
活
保
護
に
係
る
施

策
と
の
整
合
性
に
配
慮
」

し
て
決
め
る
な
ど
賃
金
・

年
金
な
ど
に
も
影
響
が

あ
り
ま
す
。
生
活
保
護

基
準
に
よ
っ
て
影
響
を

受
け
る
制
度
は
ほ
か
に

も
あ
り
ま
す
。
保
護
を

受
け
て
い
る
人
だ
け
の

問
題
で
は
な
く
、
国
民

み
ん
な
に
の
暮
ら
し
に

影
響
を
与
え
る
も
の
で

す
。

●最低賃金、老齢基礎年金、住民税の課税基準

●国保の保険料（税）と一部負担金減免制度

●介護保険料、施設利用料の減免

●障がい者の医療費、施設利用料の減免

●公営住宅家賃の減免制度

●義務教育の就学援助や高校授業料の減免制度

●保育料や出産費用が安くなる入院助産の費用

●住民税や固定資産税の減免制度 など


